
2017 年	 熱海合宿アンケート  
５分間プレゼンについて  
１）内容  
・それぞれ個性があって面白かった。 
パワーポイントで資料をまとめておく方がやっぱり分かりやすいし、あとで確認できる。 

（昨年の当方の反省） 
できれば、紹介ではなく自分の気付きや自分でやっていることの説明のほうがより好ましいかも。ま

た、その内容をまとめて紹介するだけでも価値があると思います。 
・全くランダムにテーマが出て、面白かった。時間管理ができてなくて申し訳ありません。 
・ふと思ったのは、上述のように右肩上がり路線に猛進するテクノロジーの慣性力の問題なのかなぁと、

改めて。 
・参加者全員の意見や考えていることを知ることができ、とても参考になりました。普段自分が考えな

い分野もあり、非日常の思考体験で、少しは脳の活性化が出来たと思います。 
・フリーなテーマでよかったと思います。ネガティブ、ポジティブ、様々な見解が飛び交って非常に参

考になりました。 
・様々な視点からの考えが聞けるので非常に有益です。 
・打ち合わせも無い中で、多彩な内容で面白かった。 
・今回は準備する時間がなく、過去のプレゼンを使ったが、次回、自分はストックしているネタが無い。

困った。翻って考えると、5分程度のプレゼンテーションができるものを溜めておく、というのは今後い
ろんな面で役立つのかもしれないと思った。 
・16人もいると、普段感じてる視点が 16通りあり、5分プレゼンだけでも多くの気づきが得られました。
松島さんの植物的戦略、川島さんの行動力、中山さんのムヒカ大統領の演説は特に感じるものがありま

した。ムヒカ大統領の演説は、YouTubeでみました。薄い本でしたが世界一貧乏なｘｘｘという本も拝
読いたしましました。とても心が豊かなにった気がしました。植物的考え方の本を探しましたが、似た

ような考察をしている本があり現在読書中です。 
・良かった。一人 total10分という枠にして自由にやることは大切か？個々人が今何を考えているかがわ
かって興味深かった。価値あり 
・自由ということで枠にはまらない発表が面白かった 
・一人一人の考え方を聞く貴重な機会でした。これまであまり知らなかった個性も感じることができま

した 
・参加者の視点が多岐にわたって、非常に興味深かった 
 
２）進め方  
・５分なら５分できっちり説明してもらうようにしたほうが、いいのは間違いないと思います。だらだ

らと喋るのは説明者のスキルアップにもならないので。冗談ですが、５分を超えるごとに２０秒で１０

０円ずつ徴集して飲み代にしましょうか。 
・今回はあえて議論を長くしましたが、しっかりした議論が出来れば、議論が長いほうがいいと思いま

す。 



・席順にしましたが、最初に、皆さんのテーマを出し合って、順序（関連付け）してからスタートする

と良かったように思います（全体把握ができる／傾向が見える／関連付けた議論ができる）。その上で、

持ち時間の調整（５分要らない人、10 分 15 分と延長したい人）もここでやっておくと後はタイムキー
プが容易になると思います。 
・持ち時間は、最長時間を予め決めておいた方が良い気がしました。5分＋3分など。あとのスケジュー
ルが組めなくなるはずなので。 
・もう少し時間枠を決めて実施し、その後全体討議をやっても良かったのではと思います。 
・ただ、時間割が窮屈な感じで、いっそのこと 6-7 分にして、納得ベースで夕方までやってもいいかも
しれません。 
・プレゼン 5 分をキープするような進め方が必要ですね。ただし、質疑応答で時間が掛かるのはそれだ
けその話題に関心があることなのでその時間にはあまり制限を掛けたくないです。1日目にワールドカフ
ェを予定していましたが、結果的には無くてもよかったような感じですね。 
・時間オーバーはあったが、無理して途中でカットするより良いと思う。 
・時間確認していましたが、5分に収まった方は、ほぼ 0名でした。時間にとらわれて大切な議論を飛ば
したくないです。あらかじめ、5分プレゼンで凝縮をお願いしていたのはよかったと思います。来年の工
夫は、当日のタイムテーブルでしょうか？ 
・5分では短かったと思います 
・短い時間に制約せず、自由に語り、Ｑ＆Ａしたことは good。相互に伝わるものがあったのではないか
と思います 
・毎年、発表時間を著しくオーバーする方がおられます。伝えたいことが沢山あっても、まずは絞り込

むことが必要では？ 
 
ワールドカフェ  
1)内容  
・時間がない中でやったせいか、あまり突っ込んだ意見交換にならなかったように思う。 
「活性化した状態」に対するイメージは全体がほぼ同様なものを持っているように思ったが、いろいろ

な角度から考えてみる必要があると思う。これからもイベントやプロジェクトの実施と並行して考え続

けるべきでしょうね。 
 
2)進め方など  
・今年はなかったですが、毎回議論の濃度が高めるのに苦労します。勉強しておきたいです。 
・時間がとれなかったので実施されませんでしたが、今後の通常のフォーラムなどの機会において実施

されることを考えてW.C.の進め方の研修、練習をする場にした方がよかったですね。 
・テーマがWCに適切であれば使っても良いかと思います。 
・今年は、なかった。ワールドカフェのファシリテータになれるように来年に備えたいです。 
 
3.全体討議（1 日目）  
1)内容  



・リレープレゼン勉強になりました。 
・5分間プレゼンの議論の流れのままとなった感がありましたが、興味深い議論となったと思っています。 
・すこしベクトルが発散したような気もしますが、塾の活動に対して答えありきではなくて 
いろいろの考え方があっていいかもしれません。 
・夕食後／お酒が入ってからの議論は…あまり記憶に残っていません。 
・単なる飲み会になったきらいのところがあるが、それはそれで良いのでは。（非日常ということで） 
・各人の発表後、関連性のあるテーマ群を作り、群のメンバーで深堀するのも意味があるかも知れませ

ん 
 
2)進め方など  
・予定とは異なりましたが、十分な価値があったと思います。 
・特にコメントありません。理事の皆様の運営に感謝。 
・全体討議の時間があったほうが良いと思います。 
・雰囲気を変えた効果はありましたネ。 
まとまりなく雑駁な話／日頃の苦労や悩みをネタに置いた意識共有・意見交換に良いと思います。 

・次回の時には今回の群について積み上げた議論も・・・・。 
 
4．全体討議（2 日目）  
1)内容  
・午前中しかないので、十分な議論にならなかった印象でした。 
・とくに仕切りなく、自分がファシリテーターを始めてしまったが、よかったか・・？ 
8/5の地盤、方針が討議できてよかった。 
 
・未来塾を活性化させるためのアイデアを考える、のテーマでグループ討議は３つのグループそれぞれ

でまとめ方が違っているのが興味深かったです。 
 
・オープンフォーラムの進め方、未来塾のあり方、塾生の意見がある程度まとまったので良かったと思

います。 
・オープンフォーラムのあり方、活性化状態など。個人的にはテクノ未来塾から良い刺激をいただき日

頃の仕事とうまくスパイラルアップしている気がしていて、この感覚を若い技術者の方々に伝えていけ

ると良いのかなぁと思いました。 
・オープンフォーラムについては、流石なアイデアが出揃いましたネ。未来塾の活性化についても、グ

ループ討議＋全体発表＋意見交換で良い議論ができたと思います。 
・全体討議	 オープンカフェ 
前提をもう一度おさらいしてから進めればよかったと反省 
松井さんがうまくコントロールしようとされていたものの残念ながら、マーケティング的な発想で企画

構想出来る人がやや少ないので、議論の方向性が偏りがちになってしまっていた 
・あのようなテーマで議論することはとても重要でその点は良かった。 



 
・全体討議	 	 未来塾の活性化 
	 このテーマで議論することは重要。将来の在り方を考えてそれを実現するためにはどうするか？とい

うことに対してコンセンサスが得られれば良いので、今後も折に触れて議論してもよい 
・前半・オープンフォーラムは良い議論だったと思う。 
後半・テクノ未来塾としての活性化 

・オープンフォーラム：関西の人の意志・意見が必要だと思いました 
未来塾の活性化：200～300人⇔1万人 

・オープンフォーラムの意義、運営について意見集約が出来たのは良かった 
・8月のオープンフォーラムや未来塾のあり方について議論できたことは有意義だったと思います。 
 
2)進め方など  
・松井さんが議論が発散して戻そうとされている苦労が伝わりました。お疲れ様です。 
・当日、女部屋 3 人が語った方向で進められたが他のメンバーで、アイデアある人はいなかったか、今
になると気になる。 
・2日目は午前だけでの実施で、時間的にはちょうど良かったと思っています。 
・グループ討議も良かったです。 
・オープンフォーラムの議論は、参加した人が自分事としてくれた事が大きな収穫だと思います。次回

以降の合宿やオープン企画でも、こういった形で参加～スタッフ働きを誘導するのが良いでしょう。 
未来塾の活性化は、参加不参加を問わず議論を積み上げていく必要性を感じます（ゼロリセットした

くない）。毎回の結果共有と次の機会には前回までの議論のレビューを入れて、新たな議論を重ねたいで

す。 
・ファシリテーと出来る人が少ないというのが現状。意見は出るが、コンセンサスを得るようにまとめ

られたり、議論を主導できる人が少ない（これは全体でもいえる）。結局、少数の人がリードした形にな

っているのが少々残念 
・グループディスカッションでよかったと思います。 
ただ、その後の発表での取りまとめも、結局当方がやってしまいましたが、本当は誰かにやってほしか

ったというのが、思いです。 
・大きな流れを整理しておきましょう 
・ファシリテータや書記が特定の人に集中しているように感じます。 
 
5.全般の感想、ご意見  
1)事前準備  
・来年は、事前準備に協力したいです。 
・ごく一部の人に負担がかかりすぎている。事前から役割を分担しなくては、責任持って対応しないの

ではないか？ 
・各自のプレゼン準備、グループ討議のための模造紙、マジックなどの準備については特に過不足は無

かったと思います。 



・開催時期が早めに決まったので、予定を確保することが出来ました。当日の議題等はもう少し早めに

決めて準備したほうが良いと思いました。 
・今回は、スタッフモード不足を感じました（自分も巻き込まれなかった）。開催すること（理事側の都

合）が目的になってしまっていませんか？ 
 
・幹事のみなさんどうもありがとうございました。 
今回は事前にほとんど時間が取れず、大変助けてもらいました。昨年の反省に基づいて事前準備できて

きたのは良かったと思います。ただ、来年も同じ人が幹事というのはどうかと思いますので、本当は誰

でも出来るようにマニュアルのようなものがあればいいのかもしれません。（でも、結局は個人に依存す

るのかなと思います・・・） 
 
2)当日の運営など  
・当日の準備ももう少し分担できればと思いました。幹事の方の負担が大きいようで心配です。 
・臨機応変に進められたと思う。 
・何回も参加しているので自分自身ではあまり迷うことはありませんでしたが、全体のスケジュールを

プロジェクターで写す、あるいは掲示しておいた方が親切だったかな。 
・不足分を、前例に従うことでカバーした感があります。 
・やっぱり全体をコントロールできる人がもう少し欲しいですね。今回は対応するのを止めようかと思

いましたが・・・・ 
・計画外の時間の使い方が発生すると収束が難しくなります。 
・毎年、ファシリテーター役が一部の方に集中してしまうので、参加者で交代で役割を担うことはでき

ないかと思いました。 
 
3)その他  
・他の会員、塾生へ成果を早く発信したいですね。 
 
・参加人数が 20名足らずということで規模的にはちょうど良い感じでした。狙ったわけではなかったの
でしょうが。 
 
・例年少し暑いので、もう少し涼しい時期でも良いかも。旧日向邸がなかなか良かったです。 
 
・環境的にはとても良かったです。次回は軽井沢…との案が出ましたが、場所を変えることに賛成です。

マンネリ化／同じところをグルグルしてる感を拭いたい。 
 
・集まりやすい新たな場所も検討するといいと思います。ＷＥＢ，ＴＶ会議もすると、更に参加者も増

えると思います。 
 
6.合宿ゼミの継続について  



1)今後も合宿ゼミを開催した方がよいと思いますか？  
	 継続した方がよいと回答された方（11 名）  
・合宿という形態は、年間通して熱海しかないです。ぜひ継続していきたいです。 
・非日常で徹底して議論できる国内合宿はぜひとも続けてほしいです。	  
・未来塾の良いところが発揮し易い企画だと思います。宿泊することで、懇親の意味も深まります。 
・是非、継続しましょう。また、場所を変更することは賛成です。 
・1回完結型か？、連続型か？	 は議論しておく方が良いかもしれませんね 
 
2)ゼミを継続する場合、内容などはどのようなものが望ましいと思いますか？  
・一人ではできない projectの発案・実行につなげられるといいかと思います。 
・普段は考えないテーマをじっくり掘り下げてみる、など。 
・5 分プレゼンと議論の形がよい。ただし、プレゼン時間は守る。議論が長引くことを想定し始めから
W.C.の実施にはこだわらず、時間が余ったときのために何か予備のプランを持っておく。 
・ネガティブサイド、ポジティブサイドをそれぞれ事前に考え方を置いて、プレゼン、コメントの応酬

があっても面白いかもしれません。 
 
・個人プレゼンはある程度テーマを決めて、自分の専門分野や興味のある分野を中心にやっても良いか

と思います。 
未来塾の活動方針協議、それぞれのプロジェクト、サークル活動状況の報告、説明 
・テーマをもう少し明確にできると良いかと思いました。例えば提案のあった移民問題なども、議論で

きるとまたいろんな視点からの見方ができたかなぁとも思いました。 
・やはり 1 泊 2 日で、その時々の①未来塾全体的な課題、②タイムリーな技術テーマ議論、③新たな取
り組み（サークル、プロジェクト、その他企画）の相談／創出ができる場所であって欲しいです。 
・やはりキーワードは未来だと思います。それは外さずに、継続して議論したいと思います。 
また、徹底的に議論するのも良いかもしれません。 
・第一日目は自由に、第二日目はテーマを決めて 
・塾のあり方、イベントやレベルアップの進め方などを具体化する場として利用する。 
参加は立場に依らず自由意思で、WEB参加もいいのでは？ 


